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緒 言

「カ タラーゼ 」(K.と 略称)は 過 酸 化 水素

を分解 し,水 と酸 素 にす る酵素 で,古 く1818

年L. J. Thenaidに よ りそ の存在 が知 られ,

Loewに 依 り始 あ てKな る名 称 を与 え られ た

るもので,動 植物 の殆 ん ど全維 纎 体 液 及 び分

泌物中に存 在 し,そ の本 態 に 関 し ては1930

年K. Zeile u. H. Hellstrom1)は 肝Kは その

一成分 としてPorphykin鉄 系 統 を含 む 事 を分

光学的に証 明 し,Sumner2), Stern3)等 はKが

血色素(Hb.と 略)と よ く似 た 鉄Porphylin

蛋 白化合体 な る事 を,又 本 邦 で も 昭 和8年

(1936)伊 藤4)が 紫 外線 部 吸收 線 検 査 に よ り

Porphylin-Feと 蛋 白 との結 合 体 な る事 を発表

した.

本酵 素 の意義 に関 して は古 来種 々研 究 され

てい るが,今 日尚 定 説 はな いが 大 別す る と即

ち,

1) 酸 化 機 転 に関 与す.

2) 生 体 の 保護 にあづ か る.

3) 偶 然 の事実 で 生物 学 的意 義 な し.

の三 説で あ るが,然 しK.が 酸 素 の 必要 な細

胞には必ず含有され,そ の不要な細胞には存
在しない事実 よ り,少 くとも生体内の酸化機

転に或 る役割を演ずること は疑 の 余 地 が な

い.

生体 内K.研 究の対象 は主 として血液であ

つて,血 液K, (B. K,と 略称)は その大部

分 は赤血球 内にあ り,白 血球 について は成熟

顆粒細胞 は赤血球 よ り多 く,淋 巴球 は之よ り

稍々少 く,骨 髓母細胞 の如 き幼若 白血球 は殆

ん ど含 有 され ぬ と称 され て い る.一 方 血漿K,

 (P. K.と 略 称)及 び血清K.に 関 し ては,そ

の存 在 を 否 定 す る もめ(Carl Oppenheimer5)

等)と 肯 定 す る もの(黑 川6),滝 沢7)等)と

が あ り,学 者 の見 解 は一 致 し ていな い.

1920年Van Thienen8)に 依 り 「カ タ ラー

ゼ」 係数(K. I.と 略称 す.B. K.値(g)を

赤 血 球数(100万)で 除 した もの)が 考案 ざ

れ,之 が 着 色 係 数(F. I.と 略称)と 同様悪

性 貧 血 と続発 性 貧血 の鑑 別 に用い得 る と発表

され たが,そ の後 の追 試者 に よる と必ず しも

悪 性 貧血 で上 昇 す る.とは限 らぬ と述 べ られ て

い る.之 を契 機 と して種 々の 貧 血 のB. K.,

 KI,等 が 内外 諸 家 に よ り報 告 され て いるが,

此等を要約すればB. K.は 屡 々減 少し,K. I,

は単純貧血では著変ないか,或 は減 少す る.

又 中西9)は 赤血球内のKとHb,間 に密接な

関係 を認め,血 液1c.c.のHb,量(mg)で

血液1c.c.のK,値 を除 した ものを赤色素K,

係数(H, K, I,と 略称)と 命名 し諸種貧血 に

就 き報告 している.

余 は北山教授 の御指導 によ り鉤 虫症患者 の

B. K., P. K,に 就 き検索 したの で此 処 に報

告する.

實 驗 方 法

K,の 定量法 は大別 し過 「マンガ ン」酸 「カ

リ」法 と沃度法 とがあるが,余 は使用血量少

く従つて反覆検査 に都合の よい所の沃度法 に

よる山形,清 野,中 尾10)の微量定量法を用い

た.即 ち早朝空腹 時 被 検 者 の 耳朶血0.02cc

を用いB, K.を 同じ く0.1ccを 用いてP. K,
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を 求 め 同時 に赤 血球 数, H. b.量 を測 定 し,

 K, I, H. K. I及 び 血 漿 血 液K,比(P, B.

 K. I.と 略 称 す.P, K.をB, K.を 以 て除 し

た もの)を 算 出 した.尚 採血 後 は可 及 的速 に

実 験 操作 を 開始 し,P. K,用 稀 釈 血液 は溶血

の 無 い事 を 「ベ ンチヂ ン」法 に よ り確 めた .

Hb量 はSahli法 に よ り測 定 しBurker11)に

従 つ て100%を17.2mgと して 計算 した.

本法 の詳細 は 山形等10)の 原著 に譲 る.

實 驗 成 績

健 康 人

第 一 表　 健 康 人

附　 R. ;赤 血 球 数(万)　 P. K. ;血 漿 「カ タ ラ ー ゼ 」量(mg)

Hb. ;血 球 素 量(%)　 K. l. ;「 カ タ ラ ー ゼ 」係 数

Fl. ;着 色 係 数　 H. K. l. ;「血 球 素 カ タ ラー ゼ 」 係 数

B. K. ;血 液 「カ タ ラ ーゼ 」量(g)　 P. B. K. l. ;血 漿 血 液 「カ タ ラ ーゼ 」 比

以 下 同 様

男子5名,女 子10名 計15名 につ き検査 し

た.尚 女子 は月経前後1週 間の ものは除外 し

た.其 の成績は第一表で山形等 の成績 との比

較 は第二表の通 りである.

即ちB. K., K. I.及 びH. K. I.は 山形等

の成績 よ り低 く, P. K,及 びP. B. K. I.は

稍 々高 い.然 しなが ら尚 中西9)其 の他の報告

よ り遙か に大である.

各 種 貧 血

本態性 低色素性貧血2例,胃 癌3例,胃 潰

瘍1例,給 血者5例,脳 腫瘍1例,再 生不能

性貧血1例,腎 炎加味性 「ネフローゼ」1例,

脳腫瘍1例,遷 延性心内膜炎1例,急 性 関節

「ロイマチ ス ム ス」1例,計16例 に就 き検 査

したが,其 の成績 は第 三 表 の通 りで あ る.即

ち全例 に通 じ貧 血患 者 に於 て は, B. K,及 び

P. K,は 大 体 貧血 程 度 に並 行 して減 少 して い.

るが, H. K. I., K. I.及 びP. B. K. I.は 貧血

の種類 に よ り増減 不 定で あつ て,特 別 の傾 向

は認 め られな い.

今此 処 に鉤 虫症 貧血 と同 じ 範 疇 に 属 す も

の,即 ち,鉄 欠 乏性 貧血 の2, 3,鉤 虫症 貧血

の窮極 状態 とも云 え る再 生 不 能性 貧血 及 び 胃

癌 を例 に とる と第 四表 の如 く本 態 性 低色 素 性

貧血 及 び失血 性 貧血 に 於 て はB. K., P, K.,

 K. I,並 び にH. K. I,は 低 下 し, P. B. K. I,

は上 昇 してい る.胃 癌 で はB. K., P. K., K,
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Ⅰ. 及 びP. B. K. I.は 低 下 し,H. K, I,

の み は 上 昇 し,再 生 不 能 性 貧 血 で はVan

 Thienen8)はB. K.減 少然 しK. I.は 正常 と,

又 山形等12)はP. B. K. I.は 増加 傾 向 あ り他

は低下 す る と述 べ て いるが 余 の成 績 も概 して

同様でP. B. K. I.は 増 し其 他 は減 少 して いる.

第二表　山形等の成績との比較

第 三 表　 各 種 貧 血
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第 四 表　 代 表 的 各 貧 血 症 の 平 均 値

鉤 虫 症 患 者

当科に入院し種々検査の結果認むべき合併

症の殆 んどない22例 に就 き,そ の大 多数 は

駆虫前及び退院前の2回 検査 した.其 の成績

は第五表の通 りである.

第五 表　 鉤 虫 症患 者(其 ノ一A郡)(駆 虫数記載なきは 「ヘキシール,レ ゾル シン」駆虫に よる)
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(其 ノ二B群)

尚Hb.量50%以 上 の15例 をA群, 50%

以下の7例 をB群 と し各 群 並 び に全 例 の駆 虫

前後の平均値 を示 す と第 六 表 の通 りで あ る.

即ち, A群 で はB. K., P. K., K, I.及 びP.

 B, K. I. は 共 に 減 少 し, H. K, I.は 正 常 よ り

稍 々 上 昇 し 恰 も 胃 癌 に 於 け る と 同 様 の 傾 向 を

示 し て い る.之 が 駆 虫 後 に はB. K., P. K.並

び にK. I.は 共 に 上 昇 傾 向 あ り. P. B. K. I.

は 正 常 以 上 に 増 加 し, H. K. I.は 下 降 の 傾 向

を 認 め た.B群 に 於 て はB. K., P. K.及 び

K. I.は 共 にA群 よ り一 層 低 下 す る が, H. K.

 I., P. B. K. I,は 上 昇 し駆 虫 に 依 りB. K., K,

 I.は 上 昇 しP. K., H. K. I., P. B. K. I.は 低

下 を 示 す.

第六表　駆虫前後の平均値

(
備考 A; Hb量50%以 上の群

 B; Hb量50%以 下の群)

次 に健康 人及 び鉤 虫症 患 者全 体の 平 均値 を

図 示す る と第七 表 の 如 くで,一 見 して判 明 す

る様 に一般 に鉤 虫症 患者 に於 ては, B. K., P.

 K,並 び にK. I,は 低 下 しH. K. I.及 びP. B.

 K. I.は 増加 を示 す が,駆 虫後 はB. K., P. K.

及 びK. I,は 上 昇 す る.然 し尚 正常 にはな ら

ず, H. K. I.及 びP. B. K. I.は 寧 ろ正 常以 下

に低下 す る.

總括 並 び に考 按

B. K.が 赤 血 球数 及 びHb.と 密接 な 関係 の

あ る事 は 山形等13)も 認 め てお り,一 般 に貧血

患 者 に於 てB. K.の 減 少す る事 は 諸家 の報 告

並びに余の成績によつて も明白である.鉤 虫

症貧血が鉄缺乏性貧血 に属す事は河 田14)の研

究 によ り明で あ り,本 酵素は緒言 に述べ た如

くその構造式 に鉄を有す る故本症貧血 に於 て
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も,減 少を来 す事 は推 測 に難 くな い.偖 て,

本症 貧血 の本 態 は鉤 虫 の催貧血 性 物 質(「ア ン

キ ロン」)が 骨髓 に作 用す る事が 主 で,之 は先

に笠 原15),内 藤16)の 報告 した所で,本 貧血 は

一 種 の 中毒性 貧血 と も云 い得 る もので あ り,

同 じ く鉄 缺 乏性 貧血 で あつ て も失血 性 貧血 と

は成 因 を異 に してい るが, Kの 点 で は如何か

とい う と,両 者 共B. K., P. K., K. I.及 び

P. B. K. I.は そ の傾 向を 同 じ くして いるが,

 H. K. I.は 前者で は増 し,後 者 で は減 つ てい

る.又 本 態性 低色 素性 貧血 も同様 の点 で相違

して い る.一 方再 生不 能性 貧血 と もH. K. I.

の点 で異 な り,胃 癌 に よる貧血 とはP. B. K.

 Iの 点で異 な る成 績 を示 してい る.即 ち鉤 虫

症 貧血 で はB. K., P. K,及 びK. I.は 減 少す

るがH. K. I.並 び にP. B. K. I.は 増加 し特

に貧血 高 度な程 著 明で あ る.要 之本 症 貧血 に

於 てはHb.減 少最 も著 明 次 いでK,値 赤 血

球数 の順 に減 る.而 して 駆 虫 後 に はB. K.,

 P. K及 びK. I.は 上 昇 しH. K. I.並 び に

P. B. K. I.は 減 少 す る.即 ち, K.が ま づ 増

加 し て く る.

第七表　 健康 人及び鉤虫症患者 に於 けるB. K., P. K.並 に各原数平均値

偖 て,中 西17)は 鉤 虫症 で は一 般 にB. K.は

減 少す るが,そ の程 度 は必 ず し も貧血 程 度 と

一 致 す る とは限 らぬ が比 較 的 よ く並 行 して減

少 しK. I.も 又 常値 よ り小で 貧血 高 度 な程 小,

 H. K. I.は 貧 血 高 度 な 程 大 で あ るが,此 の

K. I.下 降及 びH. K. I.上 昇 が 本貧 血 に 特 有

とは見做 し得ないと述べてお り,李18)も それ

に同意 し4例 に就 き駆虫前後を比較 し, B. K.

は駆 虫後は著明 に増すがK. I.は 前後 に於て

著 しい相違 はない としているが,余 の成績で

も趣を同じくしてお り,駆 虫後 のB. K,増 加

は網状赤血球の増加に依る所大 と考 えてい

る.(野 崎19),藤 河20)等)P. K,に 関 し て は 滝

沢7)は 鉤虫症貧血の1例 を記載 してい るが,

結論として貧血 に於 けるP. K.に 就ては増減

不定で一般的基準を定め得ず といつてお り,

山形12)はP. K.増 加 に対 しては造血機 能 の

影響及び体 内溶血 と脾臟が或 る程度関与す る

様であると記 しているが,山 形等の方法に依

る余 の成績 も氏等の見解 の一面を物語つてい

るものと思惟 する.

以上の事 よ り鉤 虫症 貧 血 に於 てはB. K.,
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P. K.は 一般 に各 種 貧血 に於 け る と同 様 減 少

す るが, H. K. I., P. B. K. I上 昇 及 びK. I.

低下 がVan Tbienen8)の 悪 性 貧 血 に於 け る

K. I.上 昇 の様 に特 有 とは云 い 得 な いが,然

しBurge21)22)の 所 謂 本酵 素 の増 減 が体 内酸化

作 用の消 長 を知 る上 の標準 にな り得 る事 は 充

分 説明 出来,且 つ 鉤 虫症 がK.の 方 面か らも

勉 性 貧血 等 とは異 な り中西17)の 言 の如 く寧

ろ一種独 立 した中 毒 性 貧 血 と 云 い うる もの

で,此 の事 は 「ア ンキ ロン」 が本 症 貧血 の主

因をなす と云 う当教 室の 今迄 の 研究 と も一 致

す る と考 え る.

結 言

余 は 山形 等 の血 液 及 び血 漿K.微 量 定量 法

に依 り健康 人15名,各 種 貧 血16名 及 び鉤 虫

症患者22名 計53名 に就 きB. K., P. K.を 検

査 した.

1) 健康 人B. K,平 均値 は11.519,男 子

12.324.女 子 は10.713で 明か に男子 が 多 い.

P. K.平 均値 は15.95,男 子17.78,女 子

14.11 .

K. I.平 均値 は2.50,男 子250,女 子2.49.

H. K. I.平 均 値 は0.71,男 子0.70,女 子

0.71.

P. B. K. I.は1.37,男 子1.47,女 子1.27.

2) 各 種 貧 血 患 者 に 於 て はB. K.及 び

P. K.は 概 して減 少す るが,各 係数P. B. K. I.

は増 減 不 定で あ る.

3) 鉤 虫 症 患 者 に 於 て は,駆 虫 前 に は

B. K., P. K.及 びK. I.は 減 少 し, H. K. I.

並 び にP. B. K. I.は 増 加 し,駆 虫 後 に は

B. K., P. K.及 びK. I.は 増 し, H. K. I.及

びP. B. K. I.は 減 少 す る.

か く て 鉤 虫 症 貧 血 と 各 種 貧 血 間 に はB. K.

及 びP. K.に 関 し て は 顕 著 な 相 違 点 は 認 め

得 な い.が 然 し 強 い て 云 え ばK. I.低 下:

 H. K. I.上 昇 及 びP. B. K. I.軽 度 の 上 昇 は 稍

々 特 有 と も 云 い 得 る .

本論文の要 旨は昭和25年4月 日本 内科 学会宿題

報告中北山教授に より発表 した.尚 著者により昭和

26年6月 第61回 岡山医学会総会席上発表 した.

擱筆するに臨み終始御懇篤 な御指導並びに御校閲

を辱 うした恩師北山教授及び種々御助言を賜つた東

北大学山形助教授に満腔の謝意を表す.
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